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研究背景

● 本文はyoloの応用とその長所と短所について述べ

た。さまざまなサイズで動作するマルチスケール

トレーニング方法を使用 して、関係の速度と正

確性を向上させます。

● これまでYoloはオブジェクト検出のみを使用して

きましたが、これを使用した顔認識は、異なるサ

イズ、照明、姿勢の人の顔を含む異なるデータセ

ットを使用して精度を向上させることで行われま

す。
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提案手法の例を考える
カメラ入力に対する本質的に小さい物体の解像度を特定することはまだ困難です。本研究の

目標は、最も遠くにいる人でもアルゴリズムを改善して正確に識別する。

24の畳み込み層と2つの全結合層を使っています。畳み込みに対して半解像度のImage Net分類前訓練を行い、全解像度訓練
を行った。
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全結合層(Fully Connected layer)

ノードからノードに全て結合するのが全結合で、全てでない手抜きが非全結合です。実は畳み

込み層では、全結合を計算すると処理が膨大になってしまうので、非全結合で処理していたので

す。
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YOLO検出システム
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１、元の画像を等サイズのグリッドに分割します。
２、それぞれのグリッドに関して、事前に定義した形状の、グリッドの中心を中心位置と
するバウンディング・ボックスを、事前に設定した数だけ予測します。それぞれの予測に
は、クラス確率と物体信頼度（その領域が物体を含んでいるか、あるいは背景のみか）が
関連付けられます。
３、最後に、高い物体信頼度およびクラス確率が関連付けられたバウンディング・ボック
スを選択します。最も高いクラス確率を持つ物体クラスが、その物体のカテゴリーとなり
ます。



BOUNDING BOXの回帰
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下図は、バウンディングボックスの予測式

を示しています。 バウンディングボックスを

予測する場合、cx, cyは左上隅からの相対位

置であり、各セルの長さを１とすると、この

図では、cx=1, cy = tx と ty はそれぞれ 0 と1

の間のオフセットのためのシグモイド出力を

通過し，cx, cy と合計されて得られます。 pw, 

ph は手動で設定されたアンカーの幅と高さ

です。tw th をそれぞれ pw, ph とすると，

bounding boxの幅と高さが得られます。これ

により、予測されたbouding boxのx y w hが

得られます。予測されたx y w hをgroundtruth

に近づけることが目標なので、LOSSを書け

るようになりました。



EYE-SPY

リアルタイムの顔検出の最も意欲的な応用の1つをご紹介しますが、最高の機械学習を使って、

私たちのリソースを使って人間を検出し、行動し、予測します。機械学習は今日の技術進歩のピ

ークであり続けている。 最新のテクノロジーと、最も信頼性が高く基本的なカメラ ·アプリケー

ションの1つ、顔検出、目標を組み合わせる。Eye-Spyは最先端、リアルタイム、人間的 な検出

システムである。すでに流行りの技術YOLOの技術支援を利用して、このアルゴリズムを現代の

監視システムに実現しようと計画している。
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TECHNIQUES FOR Eye-Spy

顔採取技術を使って、 一つ一つの顔を鮮明に覚えておく必要があり ます。 顔採取に使える技

術は4つある。

1. 伝統的な

2. 皮膚テクスチャ分析

3. ３Ｄ識別

4. 技術的結合
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WordTree
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modelのtrainigにdetection用のデータとclassification用のデ
ータを混ぜて使うことによって強度を上げる。
detection用のデータは、dogとかboatというラベルが付与
されているが、ImageNetでいうとclassification用のデータ
にはNorfolk terrierとかYorkshire terrierとかBedlington 

terrierとか、情報の粒度が異なってくる。

HIERARCHICAL CLASSIFICATION

ImageNetのlabelは、WordNetから引っ張ってきており、例
えば、Norfolk terrierはdogの中のhunting dogという種類で
あるとわかるようになっている。
（WordNetは言語のデータベース）

ただ、木構造ではなく直接的なグラフ構造になっている。
例えば、動物 -> 犬 -> 柴犬というのでなく、動物 -> 柴犬と
犬 -> 柴犬というような感じ。

そのため、分類毎にsoftmaxが使えるようになる。
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このように、WordTreeのノード上で、次
のようないくつかの条件付き確率値のノー
ドを計算することができます。テリアこの
ノードでは、以下の条件付き確率値が得ら
れます。

ノードの確率を予測したい場合は、次
のようにWordTreeにしたがって、ルー
トノードへの条件付き確率を順番に乗
算していきます。
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WordTreeの原理を紹介した後、WordTreeを
使って分類と検出のデータセットを融合させる
ことができます。 右図はCOCOとImageNetの
データセットとWordTreeの図です。

WordTreeでは、ラベルノードのCOCOデー
タセットと ImageNetデータセットを区別するた
めに色を使用します。



これからの仕事

私たちは、視覚世界とその中に存在する顔を、より根拠のある標準化されたモデルにするため

に、特徴的な情報源や情報構造を結びつけるアプローチを模索し続けていきます。
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